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アドソル日進、米国・Anthropic の AI エージェントツール 
「Claude Code」を導入、全社開発で利用可能に！ 
～AI 駆動開発・AI ネイティブ開発への適用を開始～  

 

アドソル日進株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長  篠﨑俊明）は、2026 年６月か

ら、米国・Anthropic（アンソロピック）社が開発・提供する開発者向け AI エージェントツール

「Claude Code」を導入し、全社開発で利用可能な環境を整備しました。  

今後、AI 駆動開発・AI ネイティブ開発への適用を進めてまいりますので、お知らせいたしま

す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

１．  導入の背景：新・中期経営計画の事業戦略：AI 駆動開発・AI ネイティブ開発への対応  

アドソル日進は、2026 年５月、新・中期経営計画「New Canvas 2031 –The Next 

Page–」を策定し、公表いたしました。本計画では、2031 年３月期の売上高 300 億円、営

業利益 50 億円という業績目標達成に向けた事業戦略として「新技術対応：AI」を打ち出し、

「AI を使いこなし、味方にする」開発体制の確立と、AI の活用を前提とした「AI 駆動開発」

「AI ネイティブ開発」の実行環境の整備を掲げております。  

Claude Code 開発環境の全社導入は、この事業戦略の一環として行うものです。  

 

２．今後の展望：「Claude Code」の全社導入：顧客特性に応じた AI 開発環境の最適化へ  

（１）Claude Code の概要  

Claude Code は、Anthropic 社が提供する開発者向け AI エージェントツールで

す。自然言語による指示でコード生成からレビュー・保守に至るまでの開発プロセスを直感

的かつ迅速に進めることが可能となり、自動補完・レビュー機能を活用した生産性向上、開

発工程の標準化による属人性の低減や知識格差の縮小、チーム全体の開発力の底上げ、  

さらには開発サイクルの短縮など、高品質な開発と業務効率化の実現が期待されます。  

     

・  Anthropic の「Claude Code」を導入し、全社開発で利用可能な環境を整備。  

AI 駆動開発、AI ネイティブ開発への適用を開始  

・  長年の AI 研究・開発実績と新・中期経営計画を踏まえ、開発の生産性と品質向上を推進  

・  顧客特性、セキュリティ要件等に応じ生成 AI を使い分け、最適化と企業価値向上を実現  

 本リリースのポイント  
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（２）開発環境への Claude Code 全社導入   

アドソル日進は、近年急速に注目を集める AI 駆動開発・AI ネイティブ開発の実用化に

向け、2025 年から Claude Code の検討と適用に向けた試行を進めてまいりました

が、このたび、顧客への提供価値のさらなる向上を図るべく、導入を決定いたしました。  

今後は、Claude Code と、すでに導入済みの「GitHub Copilot」、及び当社独自

の情報漏えいのリスクがない生成 AI ツール「AdsolChat（アドソルチャット）」を用途や

顧客特性、セキュリティ要件等に応じて使い分けながら、活用を推進してまいります。  

 

  （３）  Claude Code の導入を前提としたサービスメニューの拡充  

当社は 2026 年 4 月、AI ビジネスのさらなる拡大を目的に「AI ビジネス推進部」を  

新設し、同部を中心に、AI 開発の社内ガイドラインの整備など、安全かつ高品質な開発体

制の構築を進めております。あわせて、Claude Code などによる AI 駆動開発を前提

としたデータ整備に向けて、データマネジメントサービス「D×DLeap（ディーディーリー

プ）」の拡充を図っております。  

さらに、Claude Code については、これら対外サービスにおける適用にとどまらず、

社内 DX・AX（AI Transformation）の推進にも活用していく方針です。  

当社は今後も「AI を味方に」、持続的な企業価値の向上に取り組んでまいります。  

 

 

（ご参考）アドソル日進の生成 AI 活用の取組み経緯  

アドソル日進は、国立研究開発法人産業技術総合研究所（産総研）の AI 品質研究への参画や

東京大学大学院との共同研究※1 などを通じて、AI／生成 AI に関する知見・技術力を強化して

まいりました。  

社内においても、2023 年に組成した全社横断組織「生成 AI ワーキンググループ」に参画し

た約 100 名の社員が、独自の生成 AI「AdsolChat」の開発やガイドライン整備、ユースケー

ス創出に取り組んでまいりました。  

これら研究の成果や顧客導入の知見を活かし、2025 年には AI コンサルティング＆エンジ

ニアリングサービス「＋AIdea（プラスアイデア）」の提供を開始し、現在、社会インフラ分野の顧

客を中心に展開を進めております。  

 

※１  2022 年～2026 年  

以  上  

 

（関連ニュース）  

■新・中期経営計画「New Canvas 2031 –The Next Page–」策定に関するお知らせ  

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000050.000061250.html  

 

（関連サービス）  

AI コンサルティング＆エンジニアリングサービス「＋AIdea」ご紹介サイト  

https://adniss.jp/plusaidea/  
 

企業変革ソリューション「LeapX」ご紹介サイト  

https://adniss.jp/leapx/  

 
※  本リリースに記載された内容は、発表日時点の情報です。その後、サービス提供状況や仕様などが  

変更される可能性がありますので、あらかじめご了承ください。  

 

※  「Claude」「Claude Code」は Anthropic ,  PBC の商標または登録商標です。    

※  「GitHub」「GitHub Copi lot」は GitHub,  Inc.  の商標または登録商標です。   

※  その他会社名、製品名、サービス名は、当社または各社、各団体の商標もしくは登録商標です。   

なお、本文中において  TM、®マークの一部を記載しておりません。   

mailto:ir@adniss.jp
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000050.000061250.html
https://adniss.jp/plusaidea/
https://adniss.jp/leapx/

